






る人たちもある。 このばあい， ややもすると， どこまでとり戻すかという議論にな
わらじ

る。 靴をやめて草鞘にするわけにはいくまい， 電気をランプにするわけにはいくまい
わらじ

—ーといった無意味な議論になる。 なぜ， それが無意味かといえば， 草鞘がよいとい

う人は履けばいいし， ランプがいいという人はランプを灯せばいいということなあ

で， そんなことは個々人に任せればいいことだからである。

もし， 失われたものを愛惜するならば， 一方で失われないものについても考えてみ 
② 
た方がいいのではないだろうか。 都市化の中でも失われないものは何か というふ

うに考えてみる。 もし， そうしたものがあるとすれば， 都市化の荒波の中で頑固に，

かたくななまでに守り抜いてきた， というようなものではなくて， 逆に， いくら「生

活の近代化」をしようと努力しても， とうとう変えることができなかった， といった
あんばい

塩梅で残っている， つづいているものなのだと思う。 そういうものに注目すること

で， これからの農村の暮らしのありようについて， これまでとちがった考え方が出て

くるかもしれない。 ほんとうの意味での「発想の転換」ができてくるかもしれない。

先日， ある入植地を訪ねた。 そこは戦後すぐの緊急開拓のような， きびしい条件で

の入植ではなくて， 農林省が全力投球をしてつくりあげた， 農業生産の面でも生活の

面でも， 至れり尽くせりの入植地で， 住居も実にモダンなものだった。 ダイニング

キッチンなどという都会風の部屋があるし， 小部屋がたくさんあって， ふすまをはず

せば大部屋になるといった昔風の合理性の代わりに家族一人一人が個室を持つとい

う都会風の合理で建てられている。 この建物を建てるにあたっての基本的な考え方

は， 生活の場と生産の場を切り離すということなのである。 だから， 農機具置場など

も住居とは別に， 離れたところに一括して建てられている。

しかし， この「至れり尽くせり」の配慮は， 実際にそこに入って農業を営む人たちか

らすると， あまり合理的ではなかった。 いくら機械化農業とはいっても鍬鎌がまった

く要らないわけではない。 作業用の雨合羽， ゴム長など， 住居の方にどうしたって生

産の小道具が入ってくる。 それを始末するところがない。 生活の面でも漬け物樽をダ

イニングキッチンに置くのは不都合だし， 味噌を仕込むとなれば， やはり昔ながらの

土間がほしい。 それに， 都会とちがって一年分の自家用米を秋に全部貯えることにな

る， その一事だけでも， 都会風の合理は， 決してそのまま農業を営む暮らしでの合理

にはならないことは， すぐにわかってしまった。 そこで， 入植した人たちの99 % 
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